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防 府 市 教 育 委 員 会

防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 の 取 り 組 み

歴 史 文 化 基 本 構 想 と は ？

概 要
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
　 地 域 に 存 在 す る 文 化 財 を 、 指 定 ・ 未 指 定 に か か わ ら ず 幅 広 く 捉 え て 、 的 確 に 把 握 し 、 文 化 財 を そ の 周

辺 環 境 ま で 含 め て 、 総 合 的 に 保 存 ・ 活 用 す る た め の 構 想 で あ り 、 地 方 公 共 団 体 が 文 化 財 保 護 行 政 を 進 め

る た め の 基 本 的 な 構 想 と な る も の で す 。

理 念
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
　 　 　 　 　 ・ 地 域 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 確 保 及 び そ の き ず な の 維 持

　 　 　 　 　 ・ 人 々 の 生 活 の 中 で の 文 化 財 の 保 存 及 び そ の 根 底 に あ る 知 と 技 の 継 承

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ―  文 化 庁 地 域 文 化 創 生 本 部  ―

防 府 の 歴 史 文 化 の 特 性 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 方 針

目 的
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目 的
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ね ら い

防 府 で 結 ば れ た 古 代 の 陸 路 と 海 路 の 主 要 ル ー ト (  黒 字 は 現 行 地 名 )

基 盤 地 図 と し て カ シ ミ ー ル ３ Ｄ を 利 用 し ま し た

防 府 市 の 地 形 の 移 り 変 わ り と 歴 史 文 化 の 形 成 過 程 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 協 働 体 制 の イ メ ー ジ

文 化 財 見 回 り 活 動 (  立 木 観 音 )

消 火 訓 練 で バ ケ ツ リ レ ー

～  「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 」 策 定 の ２ つ の 目 的  ～

　 文 化 財 保 護 に 関 わ る 人 材 の 育 成 ・ 体 制 づ く り … ①

　 周 防 国 府 に ち な む 市 名 を も つ 防 府 市 は 豊 か な 自 然 環 境 に 恵 ま れ た 「 ま ち 」 で 、 こ の 地 で 育 ま

れ た 数 多 く の 文 化 財 が 伝 わ っ て い ま す 。 し か し 文 化 財 の 数 量 の 多 さ や 種 類 ・ 所 在 環 境 等 の 多 様

性 も あ り 、 文 化 財 所 有 者 や 行 政 が 各 個 に 活 用 の ニ ー ズ や 維 持 管 理 に 対 応 す る に は 限 界 が あ る こ

と も 確 か で す 。 本 構 想 で は 、 こ れ ま で の 文 化 財 保 護 の 成 果 を 踏 ま え な が ら 、 こ れ か ら を 見 据 え

て 地 域 住 民 と の 連 携 を 強 め 、 協 働 体 制 で 文 化 財 を 保 存 ・ 活 用 し な が ら 後 世 に 継 承 す る こ と を 大

き な 目 的 と し ま す 。

　 地 域 ら し さ を 再 発 見 す る 手 法 の 創 出 … ②

　 文 化 財 を 中 心 に 周 辺 環 境 を 含 め た 総 合 的 な 見 地 で 、 地 域 文 化 を 捉 え 直 そ う と す る 趣 旨 に 特 徴

が あ り ま す 。 こ れ ま で は 主 と し て 文 化 財 個 々 の 価 値 に 割 り き っ た 内 容 で 評 価 さ れ て き ま し た が 、

所 在 地 に お い て 文 化 財 を 成 り 立 た せ て い る 様 々 な 要 因 を と ら え て 空 間 的 な 位 置 づ け と 歴 史 的 な

背 景 を 加 え る こ と で 、 よ り 「 地 域 ら し さ 」 を 表 出 す る 効 果 が 期 待 で き ま す 。

　 シ ビ ッ ク プ ラ イ ド ※ の 醸 成 機 会

　 文 化 財 を と り ま く 環 境 は 地 域 住 民 に と っ て は 見 慣 れ た 風 景 の な か に あ り ま す 。 防 府 市 民 が 文

化 財 を よ り 身 近 な 存 在 と し て 認 識 し 、 日 常 生 活 の 中 で 継 承 し て い く 意 識 を 持 て る よ う に な る こ

と が 大 切 で す 。 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 に 関 わ る 事 業 で は 、 「 地 域 づ く り 」 に 貢 献 で き る 情 報

を 盛 り 込 ん で 、 文 化 財 を 通 し て 、“ 愛 着 あ る 「 ふ る さ と 」 を も っ と 良 く し た い ”  と い う 誰 も が 持 っ

て い る 想 い
※

〈 シ ビ ッ ク プ ラ イ ド 〉 を 引 き 出 せ る 機 会 と な る 企 画 を 打 ち 出 し て い き ま す 。

　 防 府 市 に は 山 ・ 海 ・ 川 ･ 平 野 が 織 り な す 多 彩 な 環 境 で 培 わ れ た 文 化 が あ り 、 瀬 戸 内 地 域 の 政 治 ・ 経

済 の 中 枢 で あ り 続 け て き た 歴 史 が あ り ま す 。 こ う し た 環 境 と 各 時 代 の 志 向 に あ わ せ て 形 づ く ら れ た

豊 か な 地 域 文 化 が 市 内 各 地 に 継 承 さ れ て き ま し た 。 そ の 地 域 文 化 を 代 表 す る 存 在 が 「 文 化 財 」 で あ り 、

文 化 財 は 地 域 の 特 性 が よ く わ か る 歴 史 的 な 資 産 で す 。 文 化 財 と そ の 周 辺 の 環 境 を 分 析 し て 、 時 間 と

空 間 を 軸 に 紡 ぐ こ と で 地 域 に 宿 る 価 値 の 体 系 を 理 解 で き る よ う に な り ま す 。

　 花 崗 岩 の 山 々 で 生 成 さ れ る 真 砂 が 佐 波 川 を 中 心 と し た 河 川 に よ っ て 運 ば れ 、 河 口

に 堆 積 し て 防 府 の 大 地 を 形 づ く り ま し た 。 町 は こ う し た 自 然 環 境 の 動 き に 対 応

し て 大 き く な り 、 か つ て 地 域 経 済 を 活 性 さ せ た 産 業 (  焼 物 ・ 塩

づ く り ・ 鋳 物 )  は 大 地 の 組 成 分 を 有 効 に 利 用 し て 技 術 を 発

展 さ せ て き ま し た 。 ま た 歴 史 的 に は 佐 波 川 が 流 れ る 断 層

は 中 国 山 地 の 分 水 嶺 を 越 え て 瀬 戸 内 海 側 と 日 本 海 側

の 各 地 域 を 結 ぶ 短 絡 路 と し て 利 用 価 値 が 高 か っ た

こ と が 知 ら れ て い ま す 。 さ ら に 海 路 で は 『 日 本

書 紀 』 等 の 古 代 史 料 に 防 府 の 古 称 「 サ バ 」(  沙 麼 ・ 娑 婆 ・

佐 婆 ・ 佐 波 )  が し ば し ば 登 場 す る こ と か ら 、 瀬 戸 と 灘

の 航 法 の 切 替 え に 利 用 さ れ る 要 港 で あ っ た こ と が う

か が え ま す 。 防 府 の 地 は 古 く か ら 陸 路 と 海 路 が 交

わ っ て 要 衝 と な る 地 理 的 要 件 に か な っ た 場 所 で

あ る こ と が わ か り ま す 。

　 文 化 財 は 単 体 で も 価 値 あ る も の で す が 、 本 構 想

で は 「 テ ー マ 」 や 「 地 域 」 で 括 る 文 化 財 の 集 合

体 と し て ま と め る 新 た な 試 み を お こ な い ま す 。

　 こ の よ う な 視 点 で 、 自 然 と 人 と の 歴 史 的 関 係 性 を 根

幹 に 据 え て 防 府 の 歴 史 文 化 の 特 性 を 捉 え て い こ う と

す る も の で す 。

　 こ れ か ら 働 き か け て い く 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 方 針 を 次 の と お り 掲 げ ま す 。

　 　 ○ 身 近 に あ る 文 化 財 の 良 さ に 気 づ け る 企 画 の 実 施

　 　 ○ 総 合 的 把 握 調 査 の 促 進 と 基 礎 研 究 の 充 実

　 　 ○ 長 期 的 な 視 点 を 持 っ た 保 存 ・ 活 用 に 向 け て の 調 査 の 実 施

　 　 ○ 文 化 財 保 護 に 関 わ る 人 材 育 成 の 推 進

　 　 ○ 文 化 財 で 地 域 を つ な ぐ

　 　 ○ 地 域 で 文 化 財 を 守 る

　 　 ○ 文 化 財 で 地 域 を 活 か す

　 　 ○ 文 化 財 保 存 ・ 活 用 の 体 制 整 備

　 文 化 財 は 市 民 に と っ て 感 性 を 磨 き 心 豊 か に 生 活 す る 源 泉 と も な り 、 地 域 振 興 ・ 地 域 づ く り の 資

源 で も あ り ま す 。 興 味 を 持 て る 部 分 、 関 わ れ る 部 分 か ら 多 く の 人 が 携 わ る こ と で 、 地 域 社 会 の 中

で 存 在 意 義 を 保 ち つ つ よ り 多 く の 文 化 財 が 伝 承 で き る も の と 考 え ま す 。

　 本 構 想 で は 多 く の 市 民 が 携 わ っ て 文 化 財 を 保 存 ・ 活 用 し 、 そ の 価 値 を 将 来 に 伝 承 す る と い う 基

本 的 理 念 を 体 現 で き る 体 制 整 備 の 確 立 を 目 指 し ま す 。 こ れ か ら の 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 へ の 働 き か

け に 関 わ る 市 民 組 織 を 、 文 化 財 に 対 す る 社 会 的 な 役 割 に よ っ て 大 別 す る と 、 ① 地 域 住 民 ・ 民 間 団 体 、

② N P O 法 人 等 の 活 動 団 体 、 ③ 行 政 機 関 の ３ 者 に よ る 構 成 を 想 定 で き ま す 。 そ れ に 加 え ④ 学 術 研 究

機 関 が 客 観 的 な 立 場 と 専 門 的 見 地 を 持 っ て 関 わ る こ と に よ り 、 文 化 財 の 価 値 か ら 生 み だ さ れ る ア

イ デ ア や 人 を つ な ぐ 体 制 に 円 滑 さ を も た ら す こ と が 期 待 さ れ ま す 。

　 文 化 財 を 保 存 ・ 活 用 す る た め に 活 動 す る 人 が い て 、 い つ で も そ う し た 人 と つ な が る 場 を つ く り

出 す こ と が 最 初 の 目 標 と な り ま す 。 そ し て 数 多 く の 文 化 財 と 市 民 が 共 生 し て 暮 ら し て い く 地 域 社

会 へ と 展 開 し て い く こ と を 理 念 と し ま す 。



三 田 尻 御 茶 屋 阿 弥 陀 寺 玉 祖 神 社

鞠 生 松 原 三 田 尻 塩 田 記 念 産 業 公 園 清 水 家 住 宅

久 兼 の 石 風 呂 笑 い 講 船 上 神 楽 (  御 年 祭 )

◆ 車 塚 古 墳 /  鋳 物 師 大 師 塚 /  岩 畠 古 墳

◆ 老 松 神 社 /  住 吉 神 社 /  岸 津 神 社

◆ 周 防 国 衙 跡 (  船 所 ・ 浜 宮 地 区 )/  三 田 尻 御 舟 倉 跡

◆ 周 防 国 衙 (  国 府 )  跡 　 ◆ 周 防 国 分 寺

◆ 防 府 天 満 宮 　 ◆ 三 田 尻 御 茶 屋 　 ◆ 毛 利 家 本 邸

◆ 宮 市 の ま ち 並 み

◆ 三 田 尻 の ま ち 並 み

◆ 井 上 山 遺 跡 / 仁 井 令 条 里 跡 / 伊 佐 江 ・ 鞠 生 松 原 塩 浜 跡

◆ 鞠 生 松 原 　 ◆ 厳 島 神 社

◆ 伊 佐 江 薬 師 堂 の 仏 像 (  十 王 信 仰 )

◆ 頓 蔵 主 土 手 跡 　 ◆ 清 水 川 ・ 団 平 川 　

◆ 開 作 土 手 と 田 否

◆ 上 地 開 作 地 の 水 田

◆ 向 島 / 田 島 / 女 山 / 佐 波 島

◆ 中 浦 の 緑 色 片 岩 /  エ ヒ メ ア ヤ メ /  向 島 の 寒 桜

◆ 黒 山 古 墳 群 /  田 島 山 上 地 古 墳 /  中 浦 瀬 の 上 古 墳

◆ 中 関 塩 田 跡 / 西 浦 塩 田 跡 / 枡 築 ら ん か ん 橋 / 浜 子 う た

◆ 塩 田 跡 地 の 工 業 地 帯

◆ 中 関 の ま ち 並 み

◆ 椿 峠 ・ 郡 境 碑 /  富 海 宿 /  橘 坂 /  山 陽 道

◆ 琴 音 の 滝 / 富 海 海 岸 の 砂 浜 / 八 崎 岬 ・ 小 島 の 磯 辺

◆ 富 海 浦 / 船 蔵

◆ 国 津 姫 神 社

◆ 入 本 屋 宅 跡  伊 藤 井 上 両 公 上 陸 遺 蹟 碑

◆ 富 海 駅 /  大 畠 隧 道

◆ 棚 田

◆ 藍 染 め

◆ 峪 / 大 景 / 佐 波 川

◆ 宇 佐 八 幡 宮 /  松 尾 山 天 皇 院 跡 /  普 門 寺 /  中 山 薬

　 師 堂 /  普 明 寺 観 音 堂

◆ 宝 篋 印 塔

◆ 久 兼 の 石 風 呂 /  久 兼 の 棚 田

◆ 平 の 石 風 呂

◆ 溜 池 　 ◆ 金 山 　 ◆ き ら ら 工 場 跡

◆ 大 道 土 /  大 原 窯 跡

◆ 笑 い 講 　 ◆ な ん じ ょ う の 舞 　 ◆ 下 津 令 大 神 楽

◆ 切 畑 代 神 楽 　 ◆ 小 俣 代 神 楽 　 ◆ 旦 の 十 二 の 舞

◆ 国 府 の 節 　 ◆ 大 道 人 形 浄 瑠 璃

◆ お ん に ょ う 石 /  銭 石 /  姫 奇 台 石 /  ば け ん ど う 岩

◆ 領 家 変 成 岩

◆ 矢 立 神 社 /  御 年 祭

◆ 盆 踊 り 　 ◆ 茜 島 ふ る さ と 資 料 館

◆ 野 島 照 聴 所 跡

◆ 阿 弥 陀 寺 　 ◆ 敷 山 城 (  験 観 寺 ) 跡

◆ 木 部 観 音 堂 　 ◆ 極 楽 寺

◆ 末 田 ・ 堀 越 の 焼 物 産 業 　 ◆ 天 井 川

◆ 江 泊 塩 田 跡 　 ◆ 秋 山 家 住 宅 　 ◆ み か ん 畑

◆ 下 右 田 遺 跡 　 ◆ 大 日 古 墳 　 ◆ 古 墳 群 　

◆ 玉 祖 神 社 　 ◆ 宮 城 の 森 　 ◆ 玉 岩 屋 　 ◆ 剣 神 社

◆ 熊 野 神 社

◆ 佐 野 焼

❖ 埋 も れ た 瀬 戸 内 海 航 路 の 要 港 の 痕 跡 ❖

❖ 歴 史 的 な 都 市 景 観 ❖

❖ 仏 教 文 化 の 系 譜 ❖

❖ 産 業 振 興 を 誇 る 地 ❖

❖ 連 続 す る 古 代 遺 跡 ❖

❖ 連 続 す る 神 社 ❖

❖ 焼 物 の 原 点 ❖

❖ 古 代 か ら 中 世 の 生 活 痕 跡 ❖

　

❖ 治 水 と 開 作 技 術 ❖

❖ 多 島 海 の 光 景 の 面 影 ❖

❖ 海 の 産 業 史 ❖

❖ 自 然 豊 か な 環 境 に 育 ま れ た 多 様 性 あ る 歴 史 文 化 ❖

❖ 自 然 の 関 門 を お さ え た 要 所 ❖

　

❖ 石 風 呂 が あ る 文 化 の 中 心 地 域 ❖

❖ 地 質 の 特 性 に 関 わ り が 深 い 歴 史 的 産 業 ❖

❖ 民 俗 芸 能 の 宝 庫 ❖

❖ 瀬 戸 内 海 国 立 公 園 ❖

❖ 島 の 伝 統 文 化 ❖

❖ 戦 争 遺 跡 ❖

Ⅰ ． 自 然 の 恵 み を 享 受 し て 佐 波 の 大 地 に 築 か れ た 文 化

Ａ 　 風 土 を 反 映 し た 技 術 ・ 産 業

◆ ◆ 　 砂 が 技 術 の 基 盤 　 受 け 継 が れ る 熱 く 燃 え る 産 業 　 ◆ ◆

　 防 府 古 来 の 地 名 「 佐 波 」 は 「 細 か な 白 砂 」 を

表 わ す と さ れ て い て 、 名 称 ど お り 市 民 が 暮 ら す

生 活 空 間 の 殆 ど は 幾 万 年 も 積 み 重 な っ た 砂 の 堆

積 層 を 大 地 と し て い ま す 。 か つ て 地 域 経 済 を 活

性 さ せ た 伝 統 産 業 は 大 地 の 「 真 砂 」 が 主 と な る

組 成 分 で あ る こ と を 有 効 に 利 用 し て 技 術 を 発 展

さ せ て き ま し た 。 木 炭 に 加 工 す る な ど し て 燃 料

と し て 利 用 し や す い 樹 木 が 沿 海 の 温 暖 な 気 候 に

生 育 す る 環 境 に あ る こ と も 、 古 代 か ら 焼 物 ・ 鋳

物 ・ 塩 づ く り と い っ た 高 温 で 熱 す る 産 業 が 定 着

し た 要 素 と な り ま す 。 こ う し た 産 業 技 術 が 脈 々

と 受 け 継 が れ て い る こ と も 防 府 の 魅 力 で す 。

関 連 文 化 財 群 の 一 例

　 ＊ 主 な 構 成 要 素 ＊

　 伝 統 産 業 に 関 連 す る 文 化 財

　 【 主 な 文 化 財 】

  ・ 末 田 の 窯 業 生 産 工 房 及 び 登 窯

  ・ 防 府 の 焼 物 製 品

  ・ 岩 淵 観 音 寺 の 梵 鐘

  ・ 鋳 物 師 の 伝 統 技 術

  ・ 製 塩 用 具

  ・ 民 謡 　 浜 子 う た

  ・ 三 田 尻 塩 田 旧 越 中 屋 釡 屋 煙 突

Ⅲ ． 往 来 と 交 流 の 十 字 路 　 1 3 0 0 年 持 続 し た 歴 史 的 な 交 通 都 市 【 　 人 　 】 　 　 キ ー ワ ー ド ：  来 訪 者 　 定 住 者 　 在 来 者

Ｅ 　 気 候 温 暖 で 交 通 至 便 　 誰 も が 訪 れ た く な る 国 府 の 継 承 都 市 「 防 府 」
　 　 ・ 古 代 国 家 の 地 方 拠 点 「 周 防 国 府 」 の 実 像 に 迫 る 文 化 財

　 　 ・ 大 内 氏 の 存 亡 を 見 つ め た 防 府 の 文 化 財

　 　 ・ 毛 利 家 の 顕 著 な 遺 産 群

　 　 ・ 華 開 い た 数 々 の 伽 藍 　 防 府 は 秀 麗 仏 の 宝 庫

　 　 ・ 人 々 の 願 い の 履 歴 を 表 わ し て 鎮 座 す る 神 々

Ｆ 　 交 通 都 市 に 息 づ く 伝 統 文 化
　 　 ・ 都 市 と 村 落 の 景 観

　 　 ・ 誇 れ る 学 び の 系 譜

Ⅱ ． 海 が 歴 史 舞 台 の 瀬 戸 内 防 府 　 ―  瀬 戸 と 灘 の 間 に 活 き た 海 の 技 術  ― 【 　 海 　 】 　 　 キ ー ワ ー ド ：  潮 流 　 航 海 　 港 　 安 全

Ｃ 　 時 代 の 終 始 を 見 つ め て き た 瀬 戸 内 航 海 の 安 全 基 地

　 　 ・ 古 代 国 家 「 日 本 」 の 黎 明 期 を 解 明 す る 鍵 と な る 文 化 財

　 　 ・ 中 世 へ の 幕 開 け の 舞 台 と な っ た 船 所 　 源 平 争 い と 重 源 上 人 の 足 跡

　 　 ・ 「 日 本 」 の 近 代 化 を 志 し た 幕 末 の 蠢 き ( う ご め き ) を 知 る 文 化 財

Ｄ 　 難 航 の 海 を 渡 る 人 々 が 頼 り に し た 歴 史 的 な 航 路 標 識

　 　 ・ 到 達 目 標 は 佐 波 ・ 防 府 　 瀬 戸 内 海 路 か ら の 眺 望

　 　 ・ 船 を 港 に 導 い た 文 化 財

Ⅰ ． 自 然 の 恵 み を 享 受 し て 佐 波 の 大 地 に 築 か れ た 文 化 【 山 ・ 川 ・ 大 地 】 　 　 キ ー ワ ー ド ：  技 術 　 素 材 　 景 観

Ａ 　 風 土 を 反 映 し た 技 術 ・ 産 業

　 　 ・ 砂 が 技 術 の 基 盤 　 受 け 継 が れ る 熱 く 燃 え る 産 業

　 　 ・ 豊 富 な 水 が 育 ん で き た 生 産 技 術

Ｂ 　 瀬 戸 内 の 景 勝 地 で 育 ま れ た 文 化

　 　 ・ 理 想 郷 に 見 立 て た 古 都

　 　 ・ 風 土 を 彩 る 伝 統 の 祭 事 あ ふ れ る ま ち
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◆ ◆  Ⅲ ． 往 来 と 交 流 の 十 字 路
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現 代 に 伝 わ る 鋳 造 技 術

塩 づ く り  煮 沸 ・ 煎 熬 作 業

　 「 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性 」 で 考 察 し た 内 容 を 整 理 し て 、 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ

の 大 テ ー マ を 設 定 し ま し た 。 そ れ ぞ れ の 大 テ ー マ に 切 り 口 や 捉 え 方

の 異 な る ２ つ の 中 テ ー マ ( Ａ ～ Ｆ)  を 設 け 、 さ ら に 最 も 基 礎 的

な 項 目 と な る 小 テ ー マ を 付 設 し ま す 。 今 後 の 事 業 の 進 展 に

よ り 各 項 目 が 増 減 す る こ と を 想 定 し て い ま す 。

　 現 段 階 で 関 連 文 化 財 群 は 以 下 の と お り 、 全 体 と し て

大 テ ー マ が ３ 、 中 テ ー マ が ６ 、 小 テ ー マ が  1 6  項 目 の 構

成 で 設 定 し ま す 。 関 連 文 化 財 群 の 構 成 全 体 を 通 し て 、 防

府 市 が 「 時 代 を 越 え て 人 々 の 心 を 惹 き つ け 、 魅 了 し て き

た 都 市 文 化 の 継 承 地 」 で あ る こ と を 表 現 し ま す 。

　 文 化 財 活 用 拠 点 や 文 化 財 同 士 を 結 び 、 各 地 域 を つ な ぐ 手 段 と し て 近 代 以 前 の 道 筋 を 踏 襲 す る 現

在 の 道 路 を 「 歴 史 的 交 通 線 」 と し て 認 識 し 、 そ の 地 域 ら し い 風 土 を 味 わ え る コ ー ス 設 定 が で き る

よ う に 検 討 し て い き ま す 。

　 市 全 域 を ９ つ の 地 域 文 化 に 区 分 し 、 そ の 地 域 内 に あ る 文 化 財 の 情 報 を 地 図 上 に 落 と し 込 ん で

集 合 体 を つ く り 、 総 合 的 な 見 地 か ら み た 特 徴 か ら 地 域 ら し さ を 表 現 す る こ と を 目 指 し ま す 。 こ

の 区 分 を 基 礎 と し て 、 今 後 、 地 域 ぐ る み で お こ な っ て い く 文 化 財 調 査 の 調 査 区 と し て 使 用 し ま

す 。 ま た 各 地 域 に あ る 共 同 体 の 暮 ら し や 産 業 を 支 え て き た 歴 史 的 な 中 核 施 設 (  有 力 者 の 邸 宅 跡 、

寺 社 、 産 業 施 設 等 )  を 利 用 し て 「 文 化 財 活 用 拠 点 」

と し て 整 備 す る こ と を ね ら い ま す 。

　 関 連 文 化 財 群 は 、 文 化 財 を そ の 周 辺 環 境 も 含 め 、 総 合 的 に 保 存 ・ 活 用 し て い く こ と を 目 的

と し た 文 化 財 の 捉 え 方 で 、 テ ー マ 別 に ま と め ら れ た 文 化 財 の 集 合 体 で す 。 地 元 の 文 化 財 の 価

値 や 魅 力 を 「 防 府 ら し さ 」 を 醸 し だ す も の と し て 知 っ て も ら い 、 文 化 財 の 活 用 を 促 進 す る た

め の 方 策 と し て 設 定 し ま す 。

　 将 来 の 活 用 の あ り 方 の ひ と つ に 、 ほ と ん ど が 文 化 財 で 占 め ら れ る 市 内 の 観 光

資 源 を テ ー マ に 沿 っ た 歴 史 文 化 の ス ト ー リ ー の 中 に 組

み 込 ん で 楽 し め る 企 画 と し て 研 く こ と が あ り ま す 。 文

化 財 を 通 し て 防 府 の 魅 力 を 語 れ る 仲 間 が 増 え て い く

展 開 と な る よ う に 取 り 組 む こ と が 活 用 に 向 け て の

目 標 で す 。

【  関 連 文 化 財 群  】関 連 文 化 財 群 の 設 定 文 化 財 地 域 文 化 区 分 の 主 な 構 成 要 素【  文 化 財 地 域 文 化 区 分  】

← ← ← 　 → → →

で 捉 え る

テ ー マ 地  域

文 化 財 を 集 合 体 と し て 捉 え る

① 松 崎 ・ 三 田 尻 地 域 ② 牟 礼 地 域 ③ 右 田 地 域 

④ 華 城 ・ 新 田 地 域 ⑤ 中 関 ・ 西 浦 地 域 ⑥ 富 海 地 域 

⑦ 小 野 地 域 ⑧ 大 道 地 域 ⑨ 野 島 地 域 

防 府 市 の 数 多 く の 文 化 財 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

で ま と め て い き ま す

地 域 で 捉 え る

【 文 化 財 地 域 文 化 区 分 】

　 　 　 　 　 　 　 とテ ー マ で 捉 え る

【 関 連 文 化 財 群 】
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地 域 を 結 ぶ 主 要 道

文 化 財 活 用 拠 点

文 化 財 地 域 文 化 区 分
Ⅰ .  自 然 の 恵 み

Ⅱ .  海 が 歴 史 舞 台

Ⅲ .  往 来 と 交 流


